
（別紙３）

～ ２０２６年　２月　２７日

（対象者数） 13 （回答者数） 13

～ ２０２６年　２月　２０日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・外部研修参加しスキルアップをしていく。
・子供たちにとっての最善とは何かを話し合い考えながら
チームでより良い支援が出来るよう話し合いを進めて実践に
繋げていく。

2
・療育システムの活用。
・相談日程の調整を図りこれまでより相談日を増やしてい
く。

3

・子ども一人一人の発達や行動をアセスメントする力を高め
ケース検討や研修を実施していく。
・子どもたちの観察力を高めミーテイングで気づきや話し合
いを続けながら、より子どもたちの主体性を伸ばせるよう努
力する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・個別に説明させていただく以外にも日頃から情報発信を保
護者様に見てもらえるようにする。
・申し送り時間の確保

2 情報収集を更に強化していく。

3
・定期的相談日設定。
・家族会開催

○事業所名 放課後デイサービスらくしょう

○保護者評価実施期間 ２０２６年　２月　１０日

○保護者評価有効回答数

２０２６年　２月　１０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２６年　３月　5日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・保護者会の発足を率先してできる方が現在はいない。
・保護者交流の機会が少なし家族支援の機会が少ない。

・保護者会など、保護者同士の交流を行われる支援は行って
なかった。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・事故対応、災害対応等の緊急時の対応マニュアルは整って
いて、訓練も行っているが、保護者への情報が伝わりにくい
状況となっている。
・職員間の情報に差がある。

・保護者への情報発信を多方面から考える必要性がある。
・短時間勤務職員への情報共有をこまめにする。

活動プログラムが固定化しやすい。
・長期にわたっての療育の継続性に加え、目的に沿った活用
できる情報をとりいれる。

・利用者一人ひとりに合わせた個別支援が出来ている。
・保護者とのコミュニケーションがとれており、お子様のこ
とについて連絡相談が出来ているが、さらに強化していく。

・子供たちの今の状態をしっかり観察し、支援内容にフィー
ドバックするようにしている。児童発達支援管理責任者と連

携を取りながら丁寧な支援を心がけていく。

・子どもたちが安心感を感じながら、楽しく通所できてい
る。

・日々変化していく子どもたちをチームで支援することによ
り、安定した支援ができるように、配置や活動を工夫してい

る。
・連絡ライン・面談・送迎時の情報共有をこまめに行ってい

る。

・野外活動、クッキング、買い物支援、音楽デイ、製作デ
イ、お掃除デイなどを活動に取り入れている。

・活動を通して自信や自己肯定感を高めることを目的に各活
動に取り組んでいく。

・子どもの個々の発達課題や年齢に応じたアプローチを行っ
ていく。

事業所における自己評価総括表公表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

